
National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN 

沿岸海洋・防災研究部
研究概要

沿岸海洋・防災研究部長

髙田直和



National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN 

沿岸防災分野



研究開発の背景・課題
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研究開発の背景・課題
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研究開発の背景・課題
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研究開発の目的・目標
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研究開発の概要
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港湾地帯の浸水リスク情報を的確に把握するため，潮位・波浪の観測技術を高度化するために必要な技術を開
発する．これらの情報から港湾地帯の浸水リスクを評価するため，高潮による浸水の予測の高度化を図るとと
もに，防潮施設の外力評価に資する知見を蓄積する．これらの高潮リスク情報を活用して，注意段階から浸水
が切迫する段階までの段階的な避難方法を検討する等，効率的かつ効果的な港湾地帯の安全性を確保していく
ため，高潮に対するリスク情報や防潮施設の耐力を把握するための研究を行う．
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① 波浪観測の高度化（海洋短波レーダ）
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① 波浪観測の高度化（海洋短波レーダ）
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① 潮位観測の高度化（簡易観測機器）
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• 簡易観測機器を用いた潮位観測を実施。
• 簡易観測機器による観測値と現地水位との関係を確認するため、名古屋港において同時検潮を実施し

たところ、相関係数が0.99と潮位観測の妥当性が評価できた。
• 台風来襲時のデータ取得状況を確認するため、隣検潮所データと比較したところ、一定の精度が確保

され、台風時の潮位データを取得することができた。
• 汎用性を確認するため、他港湾での実証を実施し、一定の精度を確保できることを確認。
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② 高潮浸水予測の高精度化
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• 数値解析により、三大湾内の港湾毎に危険なコース・大きさ等の台風を把握 （→港湾毎のDB化）
• 台風実績から、台風の中心気圧と最大風速半径の関係の確率評価式を提案 （→高潮浸水想定に活用）
• 高潮・波浪の浸水解析モデルを構築し、境界処理手法を提案 （→高潮浸水想定に活用）
• 機械学習による高潮予測モデルの検討 （→学習期間・データを充実して予測精度の向上）
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③ 防潮施設の外力評価
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• 国総研が有する台風防災実験施設を用いて実験を実施。
• 設計条件を超えて越流する場合を対象に、水叩き部に作用する外力を計測。
• 直角入射および斜め入射について、水叩き部に作用する圧力の算定方法を提案。
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④ 高潮リスク情報を安全性向上に活用
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④ 高潮リスク情報を安全性向上に活用
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台風15号によるコンテナ流出の調査
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④ IoTセンサを用いた避難安全性の向上に関する研究
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④ 高潮リスク情報を安全性向上に活用
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成果の普及等
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海洋環境分野



沿岸域における環境の価値の定量化
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港湾における環境事業の目標・施策の変遷
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生物共生型港湾構造物
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生物共生型港湾構造物の例
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生物共生型港湾構造物の例
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生物共生型港湾構造物→グリーンインフラ
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「ESG投資」

26

} ESGṕ ḲEnvironment ḯ ḲSocialḯ Ḳ
Governance Ṗ

} ︣ ḯESGשּ ︡
ḯ צּ ︣ נּ



SDGs（持続可能な開発目標）
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沿岸域の環境の価値の「見える化」
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しかし、我々工学屋にとっては「環境価値の定量評価」だけでは不十分
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IMCESの考え方
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方法
実際の計算例 対象地
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海の公園（人工海浜）
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潮彩の渚（造成干潟）
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多摩川河口干潟（自然干潟）
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小櫃川河口干潟（自然干潟）
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得点化の概要
現況指数と近未来指数
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「食料供給」に対する概念モデル
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環境因子（圧力・復元力）の定量評価
PR指数（純粋な環境経済学とは違って、自然科学の知見の導入）
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経済価値
得点を貨幣化
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新しい表明選好法を提案
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「得点が100点の状態」の経済評価額の算出
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総合評価
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総合評価 管理への利用
潮彩の渚（生物共生型護岸）
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環境教育のPR指数 管理ポイント
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まとめ
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まとめ
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みなとまちづくり分野



沿岸域におけるみなとまちづくりに関する研究
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沿岸域におけるみなとまちづくりに関する研究
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沿岸域におけるみなとまちづくりに関する研究
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